
●特定健診、がん検診・・・・・Ｐ1～Ｐ4

（特定健診・がん検診日程表・・Ｐ３）
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●妊婦、こどもの健康・・・・・Ｐ6～Ｐ7

●予防接種・・・・・・・・・・Ｐ8～Ｐ１０

●その他の保健事業・・・・・・Ｐ１１

令和4年4月1日

～令和5年3月31日

お問い合わせ 津久見市役所 健康班 （☎８２－９５２

３）

お問い合わせ 津久見市役所 健康班 （☎８２－９５２３）

健康推進課 国保年金班（☎８２－４１４７）



国民健康保険被保険者
社会保険等被保険者
(社会保険本人の方）

社会保険等被扶養者
（ご家族の方）

○ ○ ○ ○

・特定健診受診券
（津久見市国保から発行さ

れます）

・保険証

・特定健診受診券
（各医療保険者から発行さ

れます）

・保険証

・健康診査受診券（ハガキ）

（大分県後期高齢者医療広域連合よ

り郵送されます）

・保険証

保険証

　

○

○
（市内契約医療機関のみ）

②市内契約医療機関
　市外契約医療機関 ○ ○ ○
　　　※ 要予約

基
本
健
診

○

健
康
診
査

①巡回型健診

特
定
健
診

 ※ 勤務先でおこな
われる健康診査を受
診してください。

後
期
高
齢
者
医
療
の
健
康
診
査

③施設型健診　※要予約

○ ○・津久見市民健康管理センター
・厚生連健康管理センター

持　ち　物

※受診券、保険証以外に
健診機関から必要と言われた物

津久見市健康診査・がん検診確認表

項　　　目

４０～74歳の方
７５歳以上の方

(大分県後期高齢者医療被保険者)

２０～３９歳の方

（社会保険等被扶養者、
国民健康保険被保険者）

が
ん
検
診

肺がん検診
（胸部X線検査）                                            ○

子宮がん検診
（子宮頸部細胞診）                                            ○

大腸がん検診
（便潜血検査）                                            ○

乳
が
ん
検
診

超音波検査
（エコー検査）

令和４年4月２日～令和５年4月1日に奇数年齢になる女性 ３０歳～３９歳の女性

マンモグラフィ検査
令和４年4月2日～令和５年4月1日に偶数年齢になる女性

                                           ○

胃がん検診
（バリウム造影検査）                                            ○

                                           ○ ○

津 久 見 市 健 康 診 査・が ん 検 診 確 認 表

ご自身の健康状態を毎年確認し、健康づくりにつなげていくことが重要です。

年に一度、健診（検診）を受診しましょう。（受診方法は２ページ、日程表は３ページ）



国民健康保険被保険者
社会保険等被保険者
(社会保険本人の方）

社会保険等被扶養者
（ご家族の方）

○ ○ ○ ○

・特定健診受診券
（津久見市国保から発行さ

れます）

・保険証

・特定健診受診券
（各医療保険者から発行さ

れます）

・保険証

・健康診査受診券（ハガキ）

（大分県後期高齢者医療広域連合よ

り郵送されます）

・保険証

保険証

　

○

○
（市内契約医療機関のみ）

②市内契約医療機関
　市外契約医療機関 ○ ○ ○
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③施設型健診　※要予約

○ ○・津久見市民健康管理センター
・厚生連健康管理センター

持　ち　物

※受診券、保険証以外に
健診機関から必要と言われた物

津久見市健康診査・がん検診確認表

項　　　目

４０～74歳の方
７５歳以上の方

(大分県後期高齢者医療被保険者)

２０～３９歳の方

（社会保険等被扶養者、
国民健康保険被保険者）

が
ん
検
診

肺がん検診
（胸部X線検査）                                            ○

子宮がん検診
（子宮頸部細胞診）                                            ○

大腸がん検診
（便潜血検査）                                            ○

乳
が
ん
検
診

超音波検査
（エコー検査）

令和４年4月２日～令和５年4月1日に奇数年齢になる女性 ３０歳～３９歳の女性

マンモグラフィ検査
令和４年4月2日～令和５年4月1日に偶数年齢になる女性

                                           ○

胃がん検診
（バリウム造影検査）                                            ○

                                           ○ ○

津 久 見 市 健 康 診 査・が ん 検 診 確 認 表

ご自身の健康状態を毎年確認し、健康づくりにつなげていくことが重要です。

年に一度、健診（検診）を受診しましょう。（受診方法は２ページ、日程表は３ページ）

＜申し込み＞

国保加入者の方 ⇒ 健診受診希望調査票の提出をもって予約となります。

後期高齢者・社保扶養の方 ⇒ お電話で予約いただくか、直接会場へお越しください。

※乳がん検診は予約制です。健康推進課までお電話ください。
６／１１（土）保戸島地区集会所での健診を希望する方は、

５／ ２（月）８時３０分より電話予約を受け付けます。（健康推進課８２－４１４７）

①巡回型健診（地区を回る健診）

②施設型健診 ※要予約

＜申し込み＞ 健康推進課までお電話ください。

＜申し込み＞ 各医療機関に予約してください。

※ 年齢は、令和５年４月１日現在が対象となります。

③個別医療機関 ※要予約

特 定 健 診 の 受 診 方 法

乳がん検診

検 査 項 目
胃がん

(バリウム)検診
子宮(頸部)
がん検診

大腸がん検診
(便潜血検査)

肺がん検診
(レントゲン)

肝炎ウイルス
検査

骨密度検査 マンモグラフィ検査 超音波検査

自己負担金 1,000円 無料 1,000円 無料

40・45・50・55歳
60・65・70歳の女性

偶数年齢
30～
39歳

奇数年齢

40歳以上 70歳以上 40歳以上 70歳以上

40～
69歳

70歳
以上

40～
74歳

75歳
以上

40歳以上
（未受診者）

対   象   者
40～
69歳

70歳
以上

20～
69歳

70歳
以上

300円 1,000円 500円 500円 無料500円 無料 500円 無料 無　料

医療機関名 電話番号

　秋岡医院 ８２-２６１７

　池邉整形外科 ８２-３５８８

　大石医院 ８２-２０１４

　小田クリニック ８２-０２８０

　小宅医院 ８２-２０１５

　金田医院 ８２-２８８１

　小手川内科クリニック ８４-９２２１

　後藤医院 ８２-３２００

　つくみクリニック ８５-００５５

　姫野胃腸科クリニック ８５-０３６９

　深江医院 ８２-２３４８

　保戸島診療所 ８７-２３２０

　市外の契約医療機関

自己負担金

身体測定・血圧測定・尿検査・血液検査・診察

75歳
以上

無料
加入先の

健康保険組合に

ご確認ください。

40歳～74歳

主 な 内 容

国保以外 国保加入者 国保以外

無料

社保扶養の方

19歳～39歳

1,000円
加入先の

健康保険組合に

ご確認ください。

対   象   者
国保加入者

検 査 項 目 健康診査特定健康診査若年者健診

【料金】※巡回型健診の場合の金額です。

※ R4年度から事業主検診（勤め先の検診）で大分労働衛生管理センターをご利用の方は、乳がん・子宮（頸部）がん検診で市の補助を受けることができます。

マンモ 超音波

　5 月 １４日 土 青江小学校 8：30 ～ 10：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　５ 月 ２８日 土 津久見市民会館 9：00 ～ 11：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　６ 月 １１日 土 保戸島地区集会所 8：30 ～ 11：00 ○ ○ ○ ○

日見公民館 8：30  ～  9：00 ○ ○ ○ ○ ○

網代真珠作業所 9：30 ～ 10：00 ○ ○ ○ ○ ○

四浦出張所 8：00 ～  ８：３0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

仙水漁村センター 10：00 ～ 10：30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　８ 月　 ８日 月 津久見市民会館 9：00 ～ 11：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　９ 月 １０日 土 堅徳小学校 9：00 ～ 10：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　９ 月 １６日 金 津久見市民会館 9：00 ～ 11：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１０ 月 １６日 日 太平洋セメント体育館 8：30 ～ 10：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１１ 月 　６日 日 津久見市民会館 9：00 ～ 11：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１１ 月 ２６日 土 津久見小学校 9：00 ～ 10：00 ○ ○ ○ ○ ○

　１ 月 ２２日 日 津久見市民会館 9：00 ～ 11：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

肺
がん日　付 曜日 場　所 受付時間

特定
健診

胃
がん

子宮
がん

大腸
がん

骨密
度

肝炎 
乳がん検診

　７ 月 １２日 火

　８ 月　 １日 月

※新型コロナウイルスの感染状況により、日程を中止、又は延期する場合がございます。

令和４年度 巡回型特定健診・がん検診日程表

女性特有のがん検診が受けられる

女性限定の受診日です



＜申し込み＞

国保加入者の方 ⇒ 健診受診希望調査票の提出をもって予約となります。

後期高齢者・社保扶養の方 ⇒ お電話で予約いただくか、直接会場へお越しください。

※乳がん検診は予約制です。健康推進課までお電話ください。
６／１１（土）保戸島地区集会所での健診を希望する方は、

５／ ２（月）８時３０分より電話予約を受け付けます。（健康推進課８２－４１４７）

①巡回型健診（地区を回る健診）

②施設型健診 ※要予約

＜申し込み＞ 健康推進課までお電話ください。

＜申し込み＞ 各医療機関に予約してください。

※ 年齢は、令和５年４月１日現在が対象となります。

③個別医療機関 ※要予約

特 定 健 診 の 受 診 方 法

乳がん検診

検 査 項 目
胃がん

(バリウム)検診
子宮(頸部)
がん検診

大腸がん検診
(便潜血検査)

肺がん検診
(レントゲン)

肝炎ウイルス
検査

骨密度検査 マンモグラフィ検査 超音波検査

自己負担金 1,000円 無料 1,000円 無料

40・45・50・55歳
60・65・70歳の女性

偶数年齢
30～
39歳

奇数年齢

40歳以上 70歳以上 40歳以上 70歳以上

40～
69歳

70歳
以上

40～
74歳

75歳
以上

40歳以上
（未受診者）

対   象   者
40～
69歳

70歳
以上

20～
69歳

70歳
以上

300円 1,000円 500円 500円 無料500円 無料 500円 無料 無　料

医療機関名 電話番号

　秋岡医院 ８２-２６１７

　池邉整形外科 ８２-３５８８

　大石医院 ８２-２０１４

　小田クリニック ８２-０２８０

　小宅医院 ８２-２０１５

　金田医院 ８２-２８８１

　小手川内科クリニック ８４-９２２１

　後藤医院 ８２-３２００

　つくみクリニック ８５-００５５

　姫野胃腸科クリニック ８５-０３６９

　深江医院 ８２-２３４８

　保戸島診療所 ８７-２３２０

　市外の契約医療機関

自己負担金

身体測定・血圧測定・尿検査・血液検査・診察

75歳
以上

無料
加入先の

健康保険組合に

ご確認ください。

40歳～74歳

主 な 内 容

国保以外 国保加入者 国保以外

無料

社保扶養の方

19歳～39歳

1,000円
加入先の

健康保険組合に

ご確認ください。

対   象   者
国保加入者

検 査 項 目 健康診査特定健康診査若年者健診

【料金】※巡回型健診の場合の金額です。

※ R4年度から事業主検診（勤め先の検診）で大分労働衛生管理センターをご利用の方は、乳がん・子宮（頸部）がん検診で市の補助を受けることができます。

マンモ 超音波

　5 月 １４日 土 青江小学校 8：30 ～ 10：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　５ 月 ２８日 土 津久見市民会館 9：00 ～ 11：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　６ 月 １１日 土 保戸島地区集会所 8：30 ～ 11：00 ○ ○ ○ ○

日見公民館 8：30  ～  9：00 ○ ○ ○ ○ ○

網代真珠作業所 9：30 ～ 10：00 ○ ○ ○ ○ ○

四浦出張所 8：00 ～  ８：３0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

仙水漁村センター 10：00 ～ 10：30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　８ 月　 ８日 月 津久見市民会館 9：00 ～ 11：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　９ 月 １０日 土 堅徳小学校 9：00 ～ 10：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　９ 月 １６日 金 津久見市民会館 9：00 ～ 11：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１０ 月 １６日 日 太平洋セメント体育館 8：30 ～ 10：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１１ 月 　６日 日 津久見市民会館 9：00 ～ 11：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１１ 月 ２６日 土 津久見小学校 9：00 ～ 10：00 ○ ○ ○ ○ ○

　１ 月 ２２日 日 津久見市民会館 9：00 ～ 11：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

肺
がん日　付 曜日 場　所 受付時間

特定
健診

胃
がん

子宮
がん

大腸
がん

骨密
度

肝炎 
乳がん検診

　７ 月 １２日 火

　８ 月　 １日 月

※新型コロナウイルスの感染状況により、日程を中止、又は延期する場合がございます。

令和４年度 巡回型特定健診・がん検診日程表

女性特有のがん検診が受けられる

女性限定の受診日です

●情報提供
受診者全員に、健診結果の見方、健康的な生活を送るための生活習慣の見直

しや改善に役立つ情報が提供されます。

●動機づけ支援
保健師・管理栄養士との、原則１回の面接で、生活習慣改善のための目標を

たてます。６か月後に改善の状況の確認が行われます。

●積極的支援
保健師・管理栄養士との初回面接で、生活習慣改善のための目標をたて、３

か月以上継続した支援を受けます。６か月後に改善の状況の確認が行われま

す。

【健診結果に応じた保健指導】

特定健診 ・ 特定保健指導

特定保健指導は、特定健診の結果、メタボリックシンドロームかそ

の危険があり、生活習慣病を発症するリスクが高いと判断された方に実施

される、生活習慣改善のための支援です。

特に「動機づけ支援」や「積極的支援」に該当する方に対して、保健師
や管理栄養士が訪問等でサポートします！

該当しない方に対しても、各保険者実施の保健指導を利用することがで

きます。

メタボリックシンドロームとは

内臓脂肪型肥満の方が、高血糖、高

血圧、脂質異常などの危険因子を２

つ以上もっている状態のことをいい

ます。

つくみん健康サポート事業
糖尿病性腎症による人工透析への移行を防ぐ

ために、津久見市とかかりつけ医が連携して、

重症化予防に取り組む事業です。対象となる方

には、保健師・管理栄養士が生活改善に取組め

るよう支援します。

治療中の方のサポートもし

ているよ！健康面、栄養面

で心配事が

あれば、気軽に

相談してね！

Ｓｔｅｐ1. 特定健診を受ける

特定健診はメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の早期発見と

予防を目的とした健診です。

Ｓｔｅｐ2. 保健指導を受ける Ｓｔｅｐ2. 二次健診を受けるさ ら に

健診結果から、「要医療」等の判定を受けた方や、健診結果に

「紹介状」が入っていた方は、二次健診を受ける対象です。

「病院に行ったら薬を飲まないといけなくなるから」

「病院にかかると、医療費が心配…」

病院では再度検査をした上で、今後の治療方針を決定しています。

二次健診を受けることが、病気の早期発見・早期治療に

つながり、体にとっても、経済的にも負担軽減につながります。

対象となった方は、必ず二次健診を受けましょう！



大分県は幼児のむし歯保有率が高く、津久見市は県内でも保有率が高いです。そこ

で、むし歯予防に効果のある「フッ化物」を利用した取り組みを行っています。

「フッ化物って何？」「むし歯予防になるの？」など、フッ化物に関する情報は大

分県歯科医師会ホームページをご覧ください。

１歳６か月児健診時にフッ化物塗布を行っています（希望者のみ）。
■対象及び配布方法

・１歳６か月児健診の受診者に健診会場にて配布します。

■配布枚数：２枚（１度塗布したら、3か月～6か月空けてください）

■有効期間：３歳のお誕生日の前日まで

■費用：無料

■持ち物

・１歳６か月児健診時にお渡しした「フッ化物塗布受診券」、お子さんの保険証

をお持ちください。

実施歯科医院一覧

フッ化物塗布事業

妊婦歯科健診

歯周病検診

歯周病は「日本人が歯を失う原因の第１位」で、今では３０代の約８割に所見が見ら

れます。歯周病は、初期にはむし歯のような痛みがないため、気づきにくいことが特徴

ですが、歯周病菌は口腔内の毛細血管から血液中に入り込み、全身に影響を及ぼす病気

です。毎年度、４０歳、５０歳、６０歳、７０歳になる方を対象に無料で「歯周病検

診」を行っています。

■対象者

４０歳 昭和５７年４月２日～昭和５８年４月１日 生まれの方

５０歳 昭和４７年４月２日～昭和４８年４月１日 生まれの方

６０歳 昭和３７年４月２日～昭和３８年４月１日 生まれの方

７０歳 昭和２７年４月２日～昭和２８年４月１日 生まれの方

■有効期間

令和４年６月１日～令和５年２月２8日
※期間中であれば、誕生日を迎える前でも受けることができます（１回のみ助成）

■費用：無料

■持ち物：住所と年齢の確認できるもの（健康保険証や運転免許証など）

■注意点：当日は、歯周病検診のみとなります。

妊娠中のお口の中は、ホルモンバランスの変化により歯肉に炎症を起こしやすく、

またつわりの影響でむし歯や歯周病にかかりやすくなります。最近の研究では、歯

周病と早産、低出生体重児の関連性も指摘されています。また、生まれたばかりの

赤ちゃんには、むし歯菌や歯周病菌は存在せず、主に家族からうつる可能性が高い

です。妊婦さんと生まれてくるお子さんのためにも、妊婦歯科健康診査を受け、口

の中の環境を整えて出産にのぞみましょう。

■対象者：津久見市に住民票がある妊婦

■有効期間
出産の前日まで（できるだけ妊娠２７週までの体調のよい時期に受けましょう）

■費用：無料

■持ち物

母子健康手帳交付時にお渡ししている「津久見市妊婦歯科健康診査受診票」「妊

婦歯科健康診査予診票」、母子健康手帳、保険証をお持ちください。

■注意点：当日は、妊婦歯科健診のみとなります。

津久見市が契約している歯科医院一覧です。

対象以外の方はかかりつけ歯科医院へお問い合わせください。

【注意事項】

・事前に歯科医院に予約をしてください。

・受診する前は、お口の中をきれいにしておいてください。

・他の市町村へ転出した際は、対象となりません。

歯科医院名 電話番号 住所
フッ化物

塗布
妊婦

歯科健診
歯周病
検診

秋岡デンタルクリニック ８２－８２２８ 千怒6045-3 ○ ○ ○

上杉歯科医院 ８２－８４２０ 中央町19-10 ○ ○ ○

加納歯科医院 ８３－５７５６ 中央町4-7 ○ ○ ○

川野歯科医院 ８２－５３５４ 中央町23-3 ○ ○ ○

近藤歯科医院 ８２－２４３０ 宮本町19-14 ○ ○ ○

近藤中央歯科医院 ８２－８１４８ 中央町8-31 ○ ○

立川和人歯科医院 ８２－８６６８ 宮本町6-11 ○ ○

つかもと歯科医院 ８５－１１８２ 中央町760-53-3 ○ ○ ○

ふかえ歯科医院 ８２－１００２ 中田町1-4 ○

増村歯科医院 ８２－９２８８ 井無田町2-14 ○ ○ ○

●情報提供
受診者全員に、健診結果の見方、健康的な生活を送るための生活習慣の見直

しや改善に役立つ情報が提供されます。

●動機づけ支援
保健師・管理栄養士との、原則１回の面接で、生活習慣改善のための目標を

たてます。６か月後に改善の状況の確認が行われます。

●積極的支援
保健師・管理栄養士との初回面接で、生活習慣改善のための目標をたて、３

か月以上継続した支援を受けます。６か月後に改善の状況の確認が行われま

す。

【健診結果に応じた保健指導】

特定健診 ・ 特定保健指導

特定保健指導は、特定健診の結果、メタボリックシンドロームかそ

の危険があり、生活習慣病を発症するリスクが高いと判断された方に実施

される、生活習慣改善のための支援です。

特に「動機づけ支援」や「積極的支援」に該当する方に対して、保健師
や管理栄養士が訪問等でサポートします！

該当しない方に対しても、各保険者実施の保健指導を利用することがで

きます。

メタボリックシンドロームとは

内臓脂肪型肥満の方が、高血糖、高

血圧、脂質異常などの危険因子を２

つ以上もっている状態のことをいい

ます。

つくみん健康サポート事業
糖尿病性腎症による人工透析への移行を防ぐ

ために、津久見市とかかりつけ医が連携して、

重症化予防に取り組む事業です。対象となる方

には、保健師・管理栄養士が生活改善に取組め

るよう支援します。

治療中の方のサポートもし

ているよ！健康面、栄養面

で心配事が

あれば、気軽に

相談してね！

Ｓｔｅｐ1. 特定健診を受ける

特定健診はメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の早期発見と

予防を目的とした健診です。

Ｓｔｅｐ2. 保健指導を受ける Ｓｔｅｐ2. 二次健診を受けるさ ら に

健診結果から、「要医療」等の判定を受けた方や、健診結果に

「紹介状」が入っていた方は、二次健診を受ける対象です。

「病院に行ったら薬を飲まないといけなくなるから」

「病院にかかると、医療費が心配…」

病院では再度検査をした上で、今後の治療方針を決定しています。

二次健診を受けることが、病気の早期発見・早期治療に

つながり、体にとっても、経済的にも負担軽減につながります。

対象となった方は、必ず二次健診を受けましょう！



大分県は幼児のむし歯保有率が高く、津久見市は県内でも保有率が高いです。そこ

で、むし歯予防に効果のある「フッ化物」を利用した取り組みを行っています。

「フッ化物って何？」「むし歯予防になるの？」など、フッ化物に関する情報は大

分県歯科医師会ホームページをご覧ください。

１歳６か月児健診時にフッ化物塗布を行っています（希望者のみ）。
■対象及び配布方法

・１歳６か月児健診の受診者に健診会場にて配布します。

■配布枚数：２枚（１度塗布したら、3か月～6か月空けてください）

■有効期間：３歳のお誕生日の前日まで

■費用：無料

■持ち物

・１歳６か月児健診時にお渡しした「フッ化物塗布受診券」、お子さんの保険証

をお持ちください。

実施歯科医院一覧

フッ化物塗布事業

妊婦歯科健診

歯周病検診

歯周病は「日本人が歯を失う原因の第１位」で、今では３０代の約８割に所見が見ら

れます。歯周病は、初期にはむし歯のような痛みがないため、気づきにくいことが特徴

ですが、歯周病菌は口腔内の毛細血管から血液中に入り込み、全身に影響を及ぼす病気

です。毎年度、４０歳、５０歳、６０歳、７０歳になる方を対象に無料で「歯周病検

診」を行っています。

■対象者

４０歳 昭和５７年４月２日～昭和５８年４月１日 生まれの方

５０歳 昭和４７年４月２日～昭和４８年４月１日 生まれの方

６０歳 昭和３７年４月２日～昭和３８年４月１日 生まれの方

７０歳 昭和２７年４月２日～昭和２８年４月１日 生まれの方

■有効期間

令和４年６月１日～令和５年２月２8日
※期間中であれば、誕生日を迎える前でも受けることができます（１回のみ助成）

■費用：無料

■持ち物：住所と年齢の確認できるもの（健康保険証や運転免許証など）

■注意点：当日は、歯周病検診のみとなります。

妊娠中のお口の中は、ホルモンバランスの変化により歯肉に炎症を起こしやすく、

またつわりの影響でむし歯や歯周病にかかりやすくなります。最近の研究では、歯

周病と早産、低出生体重児の関連性も指摘されています。また、生まれたばかりの

赤ちゃんには、むし歯菌や歯周病菌は存在せず、主に家族からうつる可能性が高い

です。妊婦さんと生まれてくるお子さんのためにも、妊婦歯科健康診査を受け、口

の中の環境を整えて出産にのぞみましょう。

■対象者：津久見市に住民票がある妊婦

■有効期間
出産の前日まで（できるだけ妊娠２７週までの体調のよい時期に受けましょう）

■費用：無料

■持ち物

母子健康手帳交付時にお渡ししている「津久見市妊婦歯科健康診査受診票」「妊

婦歯科健康診査予診票」、母子健康手帳、保険証をお持ちください。

■注意点：当日は、妊婦歯科健診のみとなります。

津久見市が契約している歯科医院一覧です。

対象以外の方はかかりつけ歯科医院へお問い合わせください。

【注意事項】

・事前に歯科医院に予約をしてください。

・受診する前は、お口の中をきれいにしておいてください。

・他の市町村へ転出した際は、対象となりません。

歯科医院名 電話番号 住所
フッ化物

塗布
妊婦

歯科健診
歯周病
検診

秋岡デンタルクリニック ８２－８２２８ 千怒6045-3 ○ ○ ○

上杉歯科医院 ８２－８４２０ 中央町19-10 ○ ○ ○

加納歯科医院 ８３－５７５６ 中央町4-7 ○ ○ ○

川野歯科医院 ８２－５３５４ 中央町23-3 ○ ○ ○

近藤歯科医院 ８２－２４３０ 宮本町19-14 ○ ○ ○

近藤中央歯科医院 ８２－８１４８ 中央町8-31 ○ ○

立川和人歯科医院 ８２－８６６８ 宮本町6-11 ○ ○

つかもと歯科医院 ８５－１１８２ 中央町760-53-3 ○ ○ ○

ふかえ歯科医院 ８２－１００２ 中田町1-4 ○

増村歯科医院 ８２－９２８８ 井無田町2-14 ○ ○ ○

●情報提供
受診者全員に、健診結果の見方、健康的な生活を送るための生活習慣の見直

しや改善に役立つ情報が提供されます。

●動機づけ支援
保健師・管理栄養士との、原則１回の面接で、生活習慣改善のための目標を

たてます。６か月後に改善の状況の確認が行われます。

●積極的支援
保健師・管理栄養士との初回面接で、生活習慣改善のための目標をたて、３

か月以上継続した支援を受けます。６か月後に改善の状況の確認が行われま

す。

【健診結果に応じた保健指導】

特定健診 ・ 特定保健指導

特定保健指導は、特定健診の結果、メタボリックシンドロームかそ

の危険があり、生活習慣病を発症するリスクが高いと判断された方に実施

される、生活習慣改善のための支援です。

特に「動機づけ支援」や「積極的支援」に該当する方に対して、保健師
や管理栄養士が訪問等でサポートします！

該当しない方に対しても、各保険者実施の保健指導を利用することがで

きます。

メタボリックシンドロームとは

内臓脂肪型肥満の方が、高血糖、高

血圧、脂質異常などの危険因子を２

つ以上もっている状態のことをいい

ます。

つくみん健康サポート事業
糖尿病性腎症による人工透析への移行を防ぐ

ために、津久見市とかかりつけ医が連携して、

重症化予防に取り組む事業です。対象となる方

には、保健師・管理栄養士が生活改善に取組め

るよう支援します。

治療中の方のサポートもし

ているよ！健康面、栄養面

で心配事が

あれば、気軽に

相談してね！

Ｓｔｅｐ1. 特定健診を受ける

特定健診はメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の早期発見と

予防を目的とした健診です。

Ｓｔｅｐ2. 保健指導を受ける Ｓｔｅｐ2. 二次健診を受けるさ ら に

健診結果から、「要医療」等の判定を受けた方や、健診結果に

「紹介状」が入っていた方は、二次健診を受ける対象です。

「病院に行ったら薬を飲まないといけなくなるから」

「病院にかかると、医療費が心配…」

病院では再度検査をした上で、今後の治療方針を決定しています。

二次健診を受けることが、病気の早期発見・早期治療に

つながり、体にとっても、経済的にも負担軽減につながります。

対象となった方は、必ず二次健診を受けましょう！

お子さんの健やかな成長とご家族の経済的負担軽減のため、病気やケガなどで医療機関に入

院・通院したときの保険診療内医療費（入院時の食事療養費も含む）の自己負担額（保険診療外

費用を除き）を全額助成しています。
■助成対象となる「子ども」

・０歳～小学校就学前 ⇒ 入院・通院とも助成します

・小学生～中学生 ⇒入院・通院とも助成します

※県外受診などについては、一部負担金が発生しますが、後日償還払いの申請により指定口座に

返金します。（申請期間は、診察月の翌月から1年以内です）
■受給資格登録申請手続き

出生、転入により新規に受給資格が発生した場合は、必ず申請手続きが必要です

■受給資格登録申請に必要なもの

①保護者のマイナンバーカード

（運転免許証など本人確認のできるもの）
②助成対象となる「子ども」の健康保険証

■その他
・住所、氏名、健康保険証等資格事項に変更が生じたときは、14日以内に届出をお願いします

・母子健康手帳をご持参ください

・入院により医療費が高額になる場合は、「限度額適用認定証」の提示をお願いします

産婦人科で妊婦の確定診断を受けたら、できるだけ早く届け出をして、母子健康手

帳の交付を受けましょう。交付時には安心して妊娠期を過ごせるよう、手帳の使い方、

諸制度の説明や妊娠中の生活の過ごし方などについてご説明します。集団の妊婦教室

は開催していませんが、個別で対応もしていますのでお気軽にご相談ください。
■必要なもの

【妊婦本人が申請する場合】

①マイナンバー確認書類（個人番号カードまたは通知カード）

②本人確認できるもの（運転免許証など）

【代理人が申請する場合】

①妊婦のマイナンバー確認書類（個人番号カードまたは通知カード）

②代理人の本人確認ができるもの（妊婦本人が届出する場合②と同じ）

■交付窓口

・津久見市役所健康推進課（妊娠届出書は窓口にあります）

安心して出産を迎えるために、津久見市では妊娠中のお母さんに次のような

サービスを実施しています。妊婦健康診査受診票は、母子健康手帳交付時に

お渡しします。妊婦健康診査・産婦健康診査を公費で受けることができます。
★基本的な妊婦健康診査の回数：14回（多胎児を妊娠された方は５回分追加助成します）

★基本的な項目
・尿検査、血圧、体重測定、問診及び診察（うち2回は、血液検査をあわせて実施）

★子宮頸がん検診

★B群溶血性レンサ球菌検査
★超音波検査（出産予定日に３５歳以上の方）：妊娠後期に１回

★産婦健康診査：産後２週間、産後１か月健診
※受診票は、大分県内の契約医療機関で使用できます。

県内の助産所や県外で健康診査を受けた場合は、受診票は使用できません。

助成の対象となる金額を償還払いします。

※住民票を他市町村に異動した場合は使用できませんので、転出予定の方は母子健康

手帳交付時にお知らせください。

※市外から転入した場合、妊婦健康診査受診票等の差し替えが必要です。

転入手続きを済ませたら、健康推進課で手続きをお願いします。

母子健康手帳の交付

妊婦健康診査・産婦健康診査

赤ちゃん訪問

こども医療

津久見市では、生後４か月までの赤ちゃんのいるすべてのご家庭に、市の保健師が訪問する

「赤ちゃん訪問」を実施しています（母子保健法、児童福祉法）。赤ちゃんの体重の増え方や健

康、育児に関することなど、お気軽にご相談ください。

■償還払い申請（窓口）に必要なもの

①医療機関等の領収書

②保護者名義の通帳

③助成対象となる「子ども」の健康保険証

出産後の疲労回復や母乳育児不安等があり、ご家族などから十分な育児支援を受け

られない場合、安心して子育てができるように『産後ケア事業』を行っています。大

分県内で契約している産科医療機関・助産所において、宿泊型（お泊り）とデイサー

ビス型（日帰り）のケアを受けられます。

【利用できる方】津久見市に住所があり、産後の疲れや育児に不安を感じていたり、ご家庭などか

ら産後の家事や育児等の支援が受けられない方で、生後４か月未満の赤ちゃんとお母さん。
【利用料】宿泊型は１回につき3,000円、デイサービス型は１回につき1,500円の自己負担料を

契約産科医療機関・助産所に直接お支払ください。

【利用方法】事前申請が必要になりますので、市役所健康推進課にお問い合わせください。

■内容
赤ちゃんの身体計測（体重・頭囲・胸囲）や、発育チェック、授乳や育児などの相談に

応じます。また、津久見市の保健サービスや予防接種等の説明を行います。

産後ケア事業

【国民健康保険加入者で未就学児のお子様がいる方へ】
津久見市では、令和４年度から国民健康保険加入世帯の子育てに係る経済的負

担を軽減することを目的に、国民健康保険に加入する未就学児の、国民健康保険

税の均等割額を全額免除いたします。申請は不要ですが、減免額については市

報・ホームページ等ご覧ください。

健康推進課 国保年金班 82-4147



お子さんの健やかな成長とご家族の経済的負担軽減のため、病気やケガなどで医療機関に入

院・通院したときの保険診療内医療費（入院時の食事療養費も含む）の自己負担額（保険診療外

費用を除き）を全額助成しています。
■助成対象となる「子ども」

・０歳～小学校就学前 ⇒ 入院・通院とも助成します

・小学生～中学生 ⇒入院・通院とも助成します

※県外受診などについては、一部負担金が発生しますが、後日償還払いの申請により指定口座に

返金します。（申請期間は、診察月の翌月から1年以内です）
■受給資格登録申請手続き

出生、転入により新規に受給資格が発生した場合は、必ず申請手続きが必要です

■受給資格登録申請に必要なもの

①保護者のマイナンバーカード

（運転免許証など本人確認のできるもの）
②助成対象となる「子ども」の健康保険証

■その他
・住所、氏名、健康保険証等資格事項に変更が生じたときは、14日以内に届出をお願いします

・母子健康手帳をご持参ください

・入院により医療費が高額になる場合は、「限度額適用認定証」の提示をお願いします

産婦人科で妊婦の確定診断を受けたら、できるだけ早く届け出をして、母子健康手

帳の交付を受けましょう。交付時には安心して妊娠期を過ごせるよう、手帳の使い方、

諸制度の説明や妊娠中の生活の過ごし方などについてご説明します。集団の妊婦教室

は開催していませんが、個別で対応もしていますのでお気軽にご相談ください。
■必要なもの

【妊婦本人が申請する場合】

①マイナンバー確認書類（個人番号カードまたは通知カード）

②本人確認できるもの（運転免許証など）

【代理人が申請する場合】

①妊婦のマイナンバー確認書類（個人番号カードまたは通知カード）

②代理人の本人確認ができるもの（妊婦本人が届出する場合②と同じ）

■交付窓口

・津久見市役所健康推進課（妊娠届出書は窓口にあります）

安心して出産を迎えるために、津久見市では妊娠中のお母さんに次のような

サービスを実施しています。妊婦健康診査受診票は、母子健康手帳交付時に

お渡しします。妊婦健康診査・産婦健康診査を公費で受けることができます。
★基本的な妊婦健康診査の回数：14回（多胎児を妊娠された方は５回分追加助成します）

★基本的な項目
・尿検査、血圧、体重測定、問診及び診察（うち2回は、血液検査をあわせて実施）

★子宮頸がん検診

★B群溶血性レンサ球菌検査
★超音波検査（出産予定日に３５歳以上の方）：妊娠後期に１回

★産婦健康診査：産後２週間、産後１か月健診
※受診票は、大分県内の契約医療機関で使用できます。

県内の助産所や県外で健康診査を受けた場合は、受診票は使用できません。

助成の対象となる金額を償還払いします。

※住民票を他市町村に異動した場合は使用できませんので、転出予定の方は母子健康

手帳交付時にお知らせください。

※市外から転入した場合、妊婦健康診査受診票等の差し替えが必要です。

転入手続きを済ませたら、健康推進課で手続きをお願いします。

母子健康手帳の交付

妊婦健康診査・産婦健康診査

赤ちゃん訪問

こども医療

津久見市では、生後４か月までの赤ちゃんのいるすべてのご家庭に、市の保健師が訪問する

「赤ちゃん訪問」を実施しています（母子保健法、児童福祉法）。赤ちゃんの体重の増え方や健

康、育児に関することなど、お気軽にご相談ください。

■償還払い申請（窓口）に必要なもの

①医療機関等の領収書

②保護者名義の通帳

③助成対象となる「子ども」の健康保険証

出産後の疲労回復や母乳育児不安等があり、ご家族などから十分な育児支援を受け

られない場合、安心して子育てができるように『産後ケア事業』を行っています。大

分県内で契約している産科医療機関・助産所において、宿泊型（お泊り）とデイサー

ビス型（日帰り）のケアを受けられます。

【利用できる方】津久見市に住所があり、産後の疲れや育児に不安を感じていたり、ご家庭などか

ら産後の家事や育児等の支援が受けられない方で、生後４か月未満の赤ちゃんとお母さん。
【利用料】宿泊型は１回につき3,000円、デイサービス型は１回につき1,500円の自己負担料を

契約産科医療機関・助産所に直接お支払ください。

【利用方法】事前申請が必要になりますので、市役所健康推進課にお問い合わせください。

■内容
赤ちゃんの身体計測（体重・頭囲・胸囲）や、発育チェック、授乳や育児などの相談に

応じます。また、津久見市の保健サービスや予防接種等の説明を行います。

産後ケア事業

【国民健康保険加入者で未就学児のお子様がいる方へ】
津久見市では、令和４年度から国民健康保険加入世帯の子育てに係る経済的負

担を軽減することを目的に、国民健康保険に加入する未就学児の、国民健康保険

税の均等割額を全額免除いたします。申請は不要ですが、減免額については市

報・ホームページ等ご覧ください。

健康推進課 国保年金班 82-4147

健康推進課 ☎82-9523

乳幼児健診

「こどもの病気とその対策法

～フローチャート～」

津久見市では『安心して子どもを

産み育てやすいまち』をめざし、

津久見市だから出来る妊娠期から

子どもの成長に合わせ、切れ目の

ない支援に取り組んでいます。
お子さんが小さい頃は、急な体調

の変化で心配することが増えるこ
とと思います。そのような時は

「こどもの病気とその対策法

～フローチャート～」を利用してく
ださい。

「こどもの病気とその対策法～フ

ローチャート～」は出生時に健康
推進課でお渡ししています。

【大分県こども救急電話相談事業】
看護師などが応急処置についての助言や、対応可能な最寄の

小児医療機関などを紹介します。

☎097-503-8822 または ＃8000

[月～土曜日]午後７時～翌朝午前8時

[日曜日・祝日]午前9時～午後5時、午後7時～翌朝午前8時

【乳児一般健康診査】
県内の契約医療機関で乳児健康診査受診票を利用して、乳児健康診査が

公費で受けられます。

・3～6か月児 ・9～11か月児

・契約医療機関が分からない場合は、健康推進課にお問い合わせください

・事前に医療機関に予約をしてください

２日
（木）

１４日
（木）

１０日
（水）

８日
（木）

１１月 １２月
令和５年

1月
2月 3月

実施日
14日
（木）

１２日
（木）

２日
（木）

会場：津久見市民会館　２階
（対象者に個別通知を郵送します）

実施日および対象者

実施月
令和4年

４月
５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

１２日
（木）

６日
（木）

１０日
（木）

１日
（木）

2022年

7月生
2022年

8月生
2022年

9月生

２日
（木）

2022年

10月生対象者 4か月児

受付時間 13時15分～13時30分

2022年

1月生
2022年

2月生
2022年

3月生
2022年

4月生
2022年

5月生
2022年

6月生

内  容 問診、身体計測（身長、体重、頭囲、胸
囲）、内科診察、離乳食の話（個別）、個別
相談（保健、歯科、保育等）

対象者
2021年

11月生
2021年

12月生

2日
（木）

2日
（木）

内  容 問診、身体計測（身長、体重、頭囲、胸
囲）、内科診察、離乳食の話（個別）、個別
相談（保健、歯科、保育等）

対象者
2021年

6月生
2021年

7月生
2021年

8月生

１０日
（水）

８日
（木）

６日
（木）

１０日
（木）

１日
（木）

１2日
（木）

実施日
14日
（木）

１２日
（木）

２日
（木）

１４日
（木）

2022年

3月生
2022年

4月生
2022年

5月生対象者 10か月児

受付時間 13時30分～13時45分

2021年

9月生
2021年

10月生
2021年

11月生
2021年

12月生
2022年

1月生
2022年

2月生

9日
（木）

内  容 問診、身体計測（身長、体重、頭囲、胸
囲）、歯科診察、内科診察、個別相談（保
健、栄養、歯科、保育等）

対象者
2020年

9月生
10月生

2020年

11月生
12月生

4日
（木）

１3日
（木）

15日
（木）

実施日
21日
（木）

9日
（木）

2021年

7月生
8月生

対象者 1歳6か月児

受付時間 13時15分～13時30分

2021年

1月生
2月生

2021年

3月生
4月生

2021年

5月生
6月生

9日
（木）

内  容 問診、身体計測（身長、体重、頭囲）、歯科
診察、内科診察、個別相談（保健、栄養、歯
科、保育、言葉等）

対象者
2018年
10月生
11月生

22日
（木）

17日
（木）

19日
（木）

実施日
２6日
（木）

21日
（木）

2019年

５月生

6月生
7月生

2019年

8月生
9月生

対象者 3歳6か月児

受付時間 13時15分～13時30分

2018年

12月生

2019年
1月生

2019年

2月生
3月生

2019年

4月生

16日
（木）

内  容 問診、身体計測（身長、体重、頭囲）、内科
診察、ミニ講話、個別相談（保健、栄養、歯
科、保育、心理、言葉等）

対象者

2017年
2月生

3月生

４月生

2017年

5月生

２5日
（木）

２0日
（木）

２2日
（木）

実施日
２8日
（木）

２3日
（木）

2017年
12月生

2018年

1月生
対象者 5歳児

受付時間 13時15分～13時30分

2017年

6月生
7月生

2017年

8月生
9月生

2017年

10月生
11月生

4か月児健康診査

10か月児健康診査

1歳6か月児健康診査

3歳6か月児健康診査

5歳児健康診査

お子さんの成長・発達を確認し、子育ての悩みや不安も相談できます。

お子さんの体調の良い時に受診しましょう。

新型コロナウイルスの感染状況により、日程等の変更がある場合があります。



健康推進課 ☎82-9523

乳幼児健診

「こどもの病気とその対策法

～フローチャート～」

津久見市では『安心して子どもを

産み育てやすいまち』をめざし、

津久見市だから出来る妊娠期から

子どもの成長に合わせ、切れ目の

ない支援に取り組んでいます。
お子さんが小さい頃は、急な体調

の変化で心配することが増えるこ
とと思います。そのような時は

「こどもの病気とその対策法

～フローチャート～」を利用してく
ださい。

「こどもの病気とその対策法～フ

ローチャート～」は出生時に健康
推進課でお渡ししています。

【大分県こども救急電話相談事業】
看護師などが応急処置についての助言や、対応可能な最寄の

小児医療機関などを紹介します。

☎097-503-8822 または ＃8000

[月～土曜日]午後７時～翌朝午前8時

[日曜日・祝日]午前9時～午後5時、午後7時～翌朝午前8時

【乳児一般健康診査】
県内の契約医療機関で乳児健康診査受診票を利用して、乳児健康診査が

公費で受けられます。

・3～6か月児 ・9～11か月児

・契約医療機関が分からない場合は、健康推進課にお問い合わせください

・事前に医療機関に予約をしてください

２日
（木）

１４日
（木）

１０日
（水）

８日
（木）

１１月 １２月
令和５年

1月
2月 3月

実施日
14日
（木）

１２日
（木）

２日
（木）

会場：津久見市民会館　２階
（対象者に個別通知を郵送します）

実施日および対象者

実施月
令和4年

４月
５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

１２日
（木）

６日
（木）

１０日
（木）

１日
（木）

2022年

7月生
2022年

8月生
2022年

9月生

２日
（木）

2022年

10月生対象者 4か月児

受付時間 13時15分～13時30分

2022年

1月生
2022年

2月生
2022年

3月生
2022年

4月生
2022年

5月生
2022年

6月生

内  容 問診、身体計測（身長、体重、頭囲、胸
囲）、内科診察、離乳食の話（個別）、個別
相談（保健、歯科、保育等）

対象者
2021年

11月生
2021年

12月生

2日
（木）

2日
（木）

内  容 問診、身体計測（身長、体重、頭囲、胸
囲）、内科診察、離乳食の話（個別）、個別
相談（保健、歯科、保育等）

対象者
2021年

6月生
2021年

7月生
2021年

8月生

１０日
（水）

８日
（木）

６日
（木）

１０日
（木）

１日
（木）

１2日
（木）

実施日
14日
（木）

１２日
（木）

２日
（木）

１４日
（木）

2022年

3月生
2022年

4月生
2022年

5月生対象者 10か月児

受付時間 13時30分～13時45分

2021年

9月生
2021年

10月生
2021年

11月生
2021年

12月生
2022年

1月生
2022年

2月生

9日
（木）

内  容 問診、身体計測（身長、体重、頭囲、胸
囲）、歯科診察、内科診察、個別相談（保
健、栄養、歯科、保育等）

対象者
2020年

9月生
10月生

2020年

11月生
12月生

4日
（木）

１3日
（木）

15日
（木）

実施日
21日
（木）

9日
（木）

2021年

7月生
8月生

対象者 1歳6か月児

受付時間 13時15分～13時30分

2021年

1月生
2月生

2021年

3月生
4月生

2021年

5月生
6月生

9日
（木）

内  容 問診、身体計測（身長、体重、頭囲）、歯科
診察、内科診察、個別相談（保健、栄養、歯
科、保育、言葉等）

対象者
2018年
10月生
11月生

22日
（木）

17日
（木）

19日
（木）

実施日
２6日
（木）

21日
（木）

2019年

５月生

6月生
7月生

2019年

8月生
9月生

対象者 3歳6か月児

受付時間 13時15分～13時30分

2018年

12月生

2019年
1月生

2019年

2月生
3月生

2019年

4月生

16日
（木）

内  容 問診、身体計測（身長、体重、頭囲）、内科
診察、ミニ講話、個別相談（保健、栄養、歯
科、保育、心理、言葉等）

対象者

2017年
2月生

3月生

４月生

2017年

5月生

２5日
（木）

２0日
（木）

２2日
（木）

実施日
２8日
（木）

２3日
（木）

2017年
12月生

2018年

1月生
対象者 5歳児

受付時間 13時15分～13時30分

2017年

6月生
7月生

2017年

8月生
9月生

2017年

10月生
11月生

4か月児健康診査

10か月児健康診査

1歳6か月児健康診査

3歳6か月児健康診査

5歳児健康診査

お子さんの成長・発達を確認し、子育ての悩みや不安も相談できます。

お子さんの体調の良い時に受診しましょう。

新型コロナウイルスの感染状況により、日程等の変更がある場合があります。

こどもの予防接種 ～こどもを感染症から守るために、予防接種を受けましょう～ 定期予防接種は定められた

接種期間であれば

無料で接種できます

【注意事項】
・大分県内の契約医療機関であれば同様に接種できます。

・体調の良い時に予防接種しましょう。

・予防接種する前には説明書を読んでおきましょう。
・母子健康手帳も持って行きましょう。

【日本脳炎特例対象者】
平成７（1995）年4月2日～平成19年（2007）年4月1

日生まれの人で、4回の接種を受けていない人は、20歳未

満であれば定期接種として残りの回数分を受けることが可

能です。
また、平成19（2007）年4月2日～平成21（2009）年

10月1日生まれの人に対しても、9歳～13歳未満の間に、

第1期（3回）の不足分を定期接種として接種できます。

【異なる種類のワクチンを接種する際の

接種間隔ルール】

★接種間隔における3つのルール★
①注射生ワクチンから次の注射生ワクチンの

接種までは27日以上の間隔をおく

②同じ種類のワクチン接種を複数回受ける場

合は、ワクチンごとに決められた間隔を守る

③発熱や接種部位の腫れがないこと、体調が
良いことを確認し、かかりつけ医に相談の

上、接種すること

3つのルールを守れば、次のワクチンの接種を受けるまで

の間隔に制限はありません。（新型コロナワクチンを除

く）進め方は、かかりつけ医にご相談ください。

【新型コロナウイルスワクチンとの接種間隔】
R4年4月現在、新型コロナウイルスワクチンを接種する場

合は、新型コロナワクチン接種日の前後2週間は他のワク

チンを打つことができませんのでご注意ください。

四種混合予防接種の追加接種まで終了（計4回）

しているお子さんが対象です。終了していないお

子さんは不足分の接種終了後、6月あけて接種し
ます。
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【新型コロナウイルスワクチンとの接種間隔】
R4年4月現在、新型コロナウイルスワクチンを接種する場

合は、新型コロナワクチン接種日の前後2週間は他のワク

チンを打つことができませんのでご注意ください。

四種混合予防接種の追加接種まで終了（計4回）

しているお子さんが対象です。終了していないお

子さんは不足分の接種終了後、6月あけて接種し
ます。

※津久見中央病院の高齢者インフルエンザ、高齢者肺炎球菌ワクチンは、「かかりつけ」の方のみ実施しています。

※小手川内科クリニックは小学生以上が対象です。

※ワクチンの在庫等ありますので、事前にご予約をしてください。

高齢者肺炎球菌ワクチン（２３価肺炎球菌ワクチン）を接種したことがない方を

対象に、1人１回、定期接種の機会を設けています。

今までにこのワクチンを過去に接種した方（自費で接種した方も含む）は対象

外です。

【接種期間】令和4年4月1日～令和5年3月31日
【令和4年度の定期接種対象者】

●今までにこのワクチンを接種したことがない①、②の方

（自費接種の場合も対象外です）
●①令和4年度中（令和5年4月1日まで）に以下の年齢になる方

・065歳：昭和32年4月2日 ～ 昭和33年4月1日 生まれの方

・070歳：昭和27年4月2日 ～ 昭和28年4月1日 生まれの方

・075歳：昭和22年4月2日 ～ 昭和23年4月1日 生まれの方

・080歳：昭和17年4月2日 ～ 昭和18年4月1日 生まれの方

・085歳：昭和12年4月2日 ～ 昭和13年4月1日 生まれの方

・090歳：昭和07年4月2日 ～ 昭和08年4月1日 生まれの方

・095歳：昭和 2年4月2日 ～ 昭和03年4月1日 生まれの方

・100歳：大正11年4月2日 ～ 大正12年4月1日 生まれの方

②※１の対象の方

【自己負担額】 3,500円 ※生活保護受給者については全額助成

疾病の感染予防、病状の軽減および重症化の防止を図ることを目的に、

令和４年１０月１日からインフルエンザの予防接種に対する助成を行います。

【接種期間】令和4年10月1日～令和5年1月31日

【対象者】 ①接種時に６５歳以上の方

②※１の対象の方

【接種回数】（助成回数） 期間内に１回

【自己負担額】 1,500円 ※生活保護受給者については全額助成

高齢者インフルエンザワクチン定期接種高齢者肺炎球菌ワクチン定期接種

※１ 60歳以上65歳未満の者であって、心臓、腎臓、若しくは呼吸器の機能

又はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有する方も対象です

（身体障害者手帳1級相当、身体障害者手帳を医療機関の窓口に提示してください）

【注意事項】

・健康保険証または生活保護受給証明書を持参してください

・事前に医療機関に電話予約をしてください
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不妊治療に必要な経費の一部を助成することにより、経済的負担を軽減し、次世代育成の

推進を図ります。詳しくは健康推進課までお問い合わせください。

不妊治療費助成

不育症治療費助成

津久見市では、不育症治療費に対する助成を行っています。「不育症」とは、妊娠をして

も、流産や死産、新生児死亡などを繰り返して、結果的に子どもを持てない状態のことです。
【対象者：①、②に該当する者】

①本市に１年以上住民票を有し、法律上の婚姻をして１年以上経過した夫婦

②一般社団法人日本生殖医学会が認定した生殖医療専門医が所属する医療機関または同等の

能力を有する医療機関により不育症を診断され、治療を受けた者
【助成対象経費・助成金額】

不育治療を開始した日から当該妊娠に関する出産、流産または死産に伴う治療が終了するまでの

間の経費。助成金額は３０万円を上限とします。詳しくは健康推進課までお問い合わせください。

風しんの免疫を持っていない女性が妊娠初期に風しんに感染すると、白内障、先天性心疾患、

難聴などの症状がある「先天性風しん症候群」の子どもが生まれる可能性があります。津久

見市では、「風しん」の流行を未然に防ぐとともに、女性が安心して妊娠・出産を迎えられ

るよう、成人の風しん予防接種の一部を助成します。
【助成対象】

接種時に津久見市に住民票がある方のうち次のいずれかに該当する方

◆２０歳以上４９歳以下の妊娠を予定又は希望している女性とその夫（事実婚を含む）

◆妊娠している女性の夫（事実婚を含む）

※妊婦、風しんにかかったことがある人、風しんを含む予防接種を２回以上
接種している人は対象外です

【助成内容】

麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチン 上限５，０００円（助成は１人１回限り）

※風しん単独ワクチンは対象外です

【助成の申請期間】

接種日より１年以内（この期間を過ぎてから申請しますと対象外になります）

大人の風しんの予防接種の助成
【助成の流れ】
①助成対象者であることを確認したのち、予防接種を受け、医療機関窓口で接種費用

を全額お支払ください。
②津久見市健康推進課窓口の下記の必要書類等を持参のうえ、助成金交付申請書を提

出してください。
③申請書等を審査し、後日指定された金融機関の口座に助成金を振り込みます。

【必要書類】
①医療機関が発行した領収書（支払金額・接種者名・接種日・接種ワクチンが明記さ

れているもの、領収書で予防接種の種類が確認できない場合は予診票の写し）
②母子健康手帳（妊婦の夫が接種した場合のみ「子の保護者欄」写しが必要）
③助成対象接種者の金融機関の口座番号が分かるもの（通帳など）

【注意事項】
・あらかじめ約１か月間避妊した後、接種してください。

・予防接種後、約２か月は妊娠しないよう注意してください。

子宮頸がん予防ワクチン・子宮頸がん検診について

子宮頸がんの予防接種は、現在、予防接種法に基づき公的に行われています。しか

し、重大な副作用が見られたことから、平成２５年度から令和３年度に予防接種のお

知らせ（積極的勧奨）を控えておりました。この時期に公的な接種を受ける機会を逃

してしまった平成9年4月2日から平成17年4月1日生まれの女性（令和４年度に１

７歳～２５歳になる女性）は、救済措置としてキャッチアップ接種（救済措置接種）

を行うことが決定しました。４月以降お知らせを送付いたしますので、詳細はそちら

をご覧ください。

平成9年4月2日～平成17年4月1日生まれの女性
（令和４年度に１７歳～２５歳になる女性）

令和４年４月～令和７年３月の間、上記対象の女性の方は、定期接種（公費）として無料で予

防接種を受けることができます。対象の方には後日お知らせをお送りいたしますので、ご覧くだ

さい。また、子宮頸がんはワクチンのみならず、２年に１回子宮頸がん検診を受けることで、前

がん状態（がんになる前の状態）の異形成を早期に発見することができます。ワクチン接種をさ

れた方でも２０歳を過ぎたら２年に１回子宮頸がん検診を受けるようにしてください。

不妊検査費（妊活応援検診費）助成

子どもを望むご夫婦の妊活を支援するため、不妊検査にかかる費用の一部を

助成します。
【対象者】

下記の①～③全てを満たす方（令和３年１月１日以降に終了した検査から適用）

①検査開始日に法律上の婚姻をしている夫婦又は事実婚関係にある夫婦であること

②検査開始日の妻の年齢が43歳未満であること

③申請時に、夫婦両方又は一方が大分県内に住民票登録があること

【助成金額】

不妊検査に要した費用の自己負担額について夫婦1組につき上限3万円

【問合せ先等】

詳細は大分県ＨＰをご覧になるか、下記へお問合せください。
大分県福祉保健部こども未来課 ☎097-506-2718
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（身体障害者手帳1級相当、身体障害者手帳を医療機関の窓口に提示してください）

【注意事項】

・健康保険証または生活保護受給証明書を持参してください

・事前に医療機関に電話予約をしてください

　　　　　　　　　　　　　　　　

不妊治療に必要な経費の一部を助成することにより、経済的負担を軽減し、次世代育成の

推進を図ります。詳しくは健康推進課までお問い合わせください。

不妊治療費助成

不育症治療費助成

津久見市では、不育症治療費に対する助成を行っています。「不育症」とは、妊娠をして

も、流産や死産、新生児死亡などを繰り返して、結果的に子どもを持てない状態のことです。
【対象者：①、②に該当する者】

①本市に１年以上住民票を有し、法律上の婚姻をして１年以上経過した夫婦

②一般社団法人日本生殖医学会が認定した生殖医療専門医が所属する医療機関または同等の

能力を有する医療機関により不育症を診断され、治療を受けた者
【助成対象経費・助成金額】

不育治療を開始した日から当該妊娠に関する出産、流産または死産に伴う治療が終了するまでの

間の経費。助成金額は３０万円を上限とします。詳しくは健康推進課までお問い合わせください。

風しんの免疫を持っていない女性が妊娠初期に風しんに感染すると、白内障、先天性心疾患、

難聴などの症状がある「先天性風しん症候群」の子どもが生まれる可能性があります。津久

見市では、「風しん」の流行を未然に防ぐとともに、女性が安心して妊娠・出産を迎えられ

るよう、成人の風しん予防接種の一部を助成します。
【助成対象】

接種時に津久見市に住民票がある方のうち次のいずれかに該当する方

◆２０歳以上４９歳以下の妊娠を予定又は希望している女性とその夫（事実婚を含む）

◆妊娠している女性の夫（事実婚を含む）

※妊婦、風しんにかかったことがある人、風しんを含む予防接種を２回以上
接種している人は対象外です

【助成内容】

麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチン 上限５，０００円（助成は１人１回限り）

※風しん単独ワクチンは対象外です

【助成の申請期間】

接種日より１年以内（この期間を過ぎてから申請しますと対象外になります）

大人の風しんの予防接種の助成
【助成の流れ】
①助成対象者であることを確認したのち、予防接種を受け、医療機関窓口で接種費用

を全額お支払ください。
②津久見市健康推進課窓口の下記の必要書類等を持参のうえ、助成金交付申請書を提

出してください。
③申請書等を審査し、後日指定された金融機関の口座に助成金を振り込みます。

【必要書類】
①医療機関が発行した領収書（支払金額・接種者名・接種日・接種ワクチンが明記さ

れているもの、領収書で予防接種の種類が確認できない場合は予診票の写し）
②母子健康手帳（妊婦の夫が接種した場合のみ「子の保護者欄」写しが必要）
③助成対象接種者の金融機関の口座番号が分かるもの（通帳など）

【注意事項】
・あらかじめ約１か月間避妊した後、接種してください。

・予防接種後、約２か月は妊娠しないよう注意してください。

子宮頸がん予防ワクチン・子宮頸がん検診について

子宮頸がんの予防接種は、現在、予防接種法に基づき公的に行われています。しか

し、重大な副作用が見られたことから、平成２５年度から令和３年度に予防接種のお

知らせ（積極的勧奨）を控えておりました。この時期に公的な接種を受ける機会を逃

してしまった平成9年4月2日から平成17年4月1日生まれの女性（令和４年度に１

７歳～２５歳になる女性）は、救済措置としてキャッチアップ接種（救済措置接種）

を行うことが決定しました。４月以降お知らせを送付いたしますので、詳細はそちら

をご覧ください。

平成9年4月2日～平成17年4月1日生まれの女性
（令和４年度に１７歳～２５歳になる女性）

令和４年４月～令和７年３月の間、上記対象の女性の方は、定期接種（公費）として無料で予

防接種を受けることができます。対象の方には後日お知らせをお送りいたしますので、ご覧くだ

さい。また、子宮頸がんはワクチンのみならず、２年に１回子宮頸がん検診を受けることで、前

がん状態（がんになる前の状態）の異形成を早期に発見することができます。ワクチン接種をさ

れた方でも２０歳を過ぎたら２年に１回子宮頸がん検診を受けるようにしてください。

不妊検査費（妊活応援検診費）助成

子どもを望むご夫婦の妊活を支援するため、不妊検査にかかる費用の一部を

助成します。
【対象者】

下記の①～③全てを満たす方（令和３年１月１日以降に終了した検査から適用）

①検査開始日に法律上の婚姻をしている夫婦又は事実婚関係にある夫婦であること

②検査開始日の妻の年齢が43歳未満であること

③申請時に、夫婦両方又は一方が大分県内に住民票登録があること

【助成金額】

不妊検査に要した費用の自己負担額について夫婦1組につき上限3万円

【問合せ先等】

詳細は大分県ＨＰをご覧になるか、下記へお問合せください。
大分県福祉保健部こども未来課 ☎097-506-2718
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